
は じ め に

愛媛大学教育学部 芸術文化課程 音楽文化コースのディ
プロマポリシーには，演奏・作品創作や音楽の学問的研究
などで培った知見をもとに，音楽文化に関するさまざまな
課題について，適切な対応を考えることができる。（思考・
判断），人と音楽との関わりや音楽の持つ深い精神性を理
解し，音楽を通じて社会に広く貢献できる。（態度）の文
言が掲げられている。
カリキュラムにおいて，得意とする分野の専門的知識
や，音楽文化の振興に貢献するための高い演奏技術の修
得，また，音楽的表現力の育成を目的とした専門科目は整
備されている。授業で修得した演奏技術や音楽的表現力を
活用した演奏活動の場も提供されている。しかし，そのほ
とんどは，一般の聴衆や教育機関と密接な関係をもった聴
衆を対象としたものである。
筆者が担当する「声楽実習②」および「声楽実習④」の
授業では，平成23年度に，松山市内の民間企業の協力を得
て，カルチャースクールに通う方々を対象とした訪問演奏
を実施した。演奏内容は，授業で学んだドイツや日本の作
曲家の重唱作品を中心としたもので，演奏者の嗜好や都合
を優先した選曲であった。聴衆は，歌唱への関心が高く，
自らの演奏に対してもアクティブな姿勢を有する方々で
あったため，受講生の演奏に対する意識も，授業で得た知
識や技術を演奏に反映することに傾倒した。
平成24年度は，訪問先の聴衆のニーズに応える独自性豊
かな企画と充実した内容の演奏を目指し，授業を展開した。

筆者は，地域社会における音楽文化の振興は，様々な環
境に生きる人々を対象としてなされるものであり，また，
継続的な音楽活動を成立させるためには，発信者（＝演奏
者）が受信者（＝聴衆）のニーズに即した質の高い演奏を
供給し，地域に寄り添った活動を行うことが重要であると
考えている。この観点から，次世代の音楽文化の振興を担
う学生たちには，様々な場での演奏体験を通して，ディプ
ロマポリシーに掲げた＜人と音楽の関わりや音楽のもつ深
い精神性＞について，深識を抱いて欲しいと願っている。
また，地方において，演奏者が演奏にのみ専心できる環境
は希有である。企画立案や運営に携わりながら，演奏活動
を行うことが余儀無くされることも少なくはない。
これらの観点から，地域社会との繫がりを演奏を通じて
実際に体験し，音楽が社会に果たす役割や，地域社会にお
ける音楽文化の振興とは何かを学生に問い，地域に貢献で
きる有能な人材の育成を目的とした授業実践を試みた。

授業の概要

本授業は，音楽文化コースの学生を対象として，「声楽
実習②」と「声楽実習④」の科目名で開講している。1年
次の基礎科目である「歌唱基礎」「声楽①」，2年次の発展
科目に位置する「声楽②」「声楽③」の受講を経て，3年
次前期の「声楽④」「声楽実習①」を履修し，後期に応用
科目として「声楽実習②」の履修が可能となる。4年次の
「声楽実習④」と合同で行われ，音楽文化コースのカリキュ
ラムマップ上では，理論と演習の複合的内容を取り扱う総
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合科目として位置づけられている。
平成24年度の受講者は，音楽文化コース6名，学校教育
教員養成課程2名の計8名であった。各学年4名の構成
で，性別は，男子1名，女子7名，専攻領域は声楽6名，
器楽（ピアノ）2名であった。
大学から地域社会に発信できる演奏会の開催を目指し，
演奏会開催の条件及び到達目標を以下のとおり定めた。

1）演奏会場に自らが足を運ぶことが困難である聴衆を対
象とする演奏

2）聴き手のニーズを思索し，自らの知識や能力を駆使し
ニーズに応える演奏

3）共演者と音楽（歌）の楽しさを享受し，かつ協働を実
感できる演奏

4）地域社会において，音楽を愛好する人々との繫がりを
深める演奏

授業運営は，受講生の自主性，主体性に重きを置く展開
を心掛け，プログラムの構成，選曲および演奏形態の決定，
練習計画，各回の授業進行案などについては，受講生に委
ねた。筆者は，音楽表現および舞台表現方法に関して，受
講生の抱くイメージを具現化するための技術的指導と受講
生と外部協力者との連携について主に助力した。
演奏会の開催は，松山エデンの園（介護付有料老人
ホーム）の協力を得て，同施設内の玄関ロビーにおいて
行われ，約45分間の演奏を行った。プログラムは以下
に示す3部構成とした。プログラムの詳細は，巻末の図
8（電子版では割愛）に別途記載した。

第1部－クラシック，ポピュラー，ミュージカル，合唱曲
等のジャンルから選曲し構成した創作音楽劇

第2部－ピアノ連弾，唱歌メドレー，なつかしの歌謡曲で
構成したバラエティー豊かなステージ

第3部－同施設内のコーラスサークルの方々による演奏お
よび受講生との共演ステージ

なお，訪問施設内に常設するコーラスサークルの方々と
の共演をプログラムに織り込んだため，授業時間外活動と

して，受講している4年生2名が演奏会前に2度施設を訪
問し，歌唱指導を行う機会を設けた。
以下，授業流れを図1に示す。

授業の成果

本授業の成果について，演奏会終演後に実施したアン
ケート調査の分析により検証した。
アンケートは，A．演奏会に来場した同施設入居者と職
員，B．共演したエデンの園コーラスサークルのメンバー
（指導者を含む），C．授業受講生8名を対象として，各対
象者に異なる内容で実施した。評価は，1を肯定的評価，

（第3部 コーラスサークルとの合同演奏風景）

図1．授業の流れ

（第1部 音楽劇「歌でつなぐ新婚旅行」の演奏風景）
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5を改善の必要性を示唆する評価とした5段階評価方式と
記述方式を併用して行い，無記名によるものとした。アン
ケートの回収率は，B．共演したエデンの園コーラスサー
クルのメンバー（指導者を含む）対象が92％，C．授業受
講生対象は100％であった。なお，A．演奏会に来場した同
施設入居者と職員を対象としたアンケートについては，回
答可能な方のみに配布する方法で行い，25名からの回答を
得た。

1．聴き手のニーズに即した演奏
図2に示すとおり，プログラム構成（選曲や曲の順番，
劇つき音楽など）を問う設問に対して，1とても良い，2
かなり良いの回答合計は96％であり，その妥当性について
は高評価を得ている。

表1は，演奏に関する感想（自由記述）のうち，企画や
演奏に関する肯定的評価の記述をまとめたものである。改
善点についての記述は，続く表2に示した。

表1から，学生たちの演奏技量はともかく，演奏会全体
の企画，プログラム構成の工夫，演奏態度，表現意欲等に
ついては概ね受け入れられており，聴き手のニーズを満た
し，一定の成果を上げることができたと捉えることができ
る。表2からは，会場全員で歌える曲や具体的選曲方法に

ついての検討が今後の課題であることが読み取れる。
選曲については，当初，施設入居者を対象とするアンケー
ト結果を基に行い，プログラムを構成する計画であった。
受講生は，楽曲選択方式のアンケートを考えたが，楽曲の
選定に当たり，年代別の楽譜資料を見る段階で，受講生自
身が知らない楽曲も多く，絞り込めない状態に陥った。そ
こで，思い出の曲を記述する方式が受講生から提案され検
討を行ったが，訪問演奏は限られた時間での演奏であり，
リクエストされた楽曲が演奏されなかった場合の回答者の
心情に配慮し，アンケート実施を見送った。改善点に選曲
が挙げられたのは，聴き手への充分なリサーチが行われな
かったことも要因のひとつと考えられる。

2．共演者と音楽（歌）の楽しさを享受し，かつ協働を実
感できる演奏
今回のプログラムでは，エデンの園コーラスサークルの
方々と東日本大震災応援ソング『花は咲く』の合同演奏を
組み入れた。これは，他者と音楽を創りあげる楽しさの共
有を目指すもので，出前型の演奏会で終わることなく，協
働型の演奏会を目指すことを目標としたためである。
学生との共演の成果を，図3のコーラスサークルの方々
の共演満足度と自由記述の感想をまとめた表3で示した。

2つの結果から，共演を概ね満足と感じておられること
が判る。その背景には，以前より歌いたいと願っていた楽
曲で共演できたこと，事前の学生による訪問指導，舞台上
における学生の配置などがあり，コーラスサークルの方々
が安心して歌唱できる配慮の成果として捉えている。高齢
者にとって，若者との共演が自らの演奏向上の志向を高め

図2．プログラムの構成 （n＝25）

表1．企画・演奏に関する評価

図3．学生との共演満足度 （n＝11）

表3．共演に関する感想

表2．企画・演奏の改善点
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る誘因となり，今後の音楽活動の励みとなり得ることも，
この結果から知ることができよう。
外部に向かって積極的に発信する機会の少ない状況下に
ある高齢者にとって，学生との交流演奏が，老後の豊かな
音楽生活を送るための一助となったこと。＜人と音楽の関
わりや音楽のもつ深い精神性＞を学生が見知できたこと
等，共演の意義と成果があったと考えられる。
表4は，受講生に実施したアンケートのうち，本授業を
受講して良かった点に関する自由記述から，学生の協働に
対しての視点が読み取れる記述をまとめたものである。

学生は，練習過程で，受講者間で生じたトラブルを始め
多様な経験を通じて，意志の疎通を図ることが，良い演奏
の不可欠要素であることを感得し，協働の重要性を学んで
いる。しかし，コーラスサークルの方々との協働意識は必
ずしも高くはない。合同練習が当日のリハーサルのみの1
回であったことに起因すると考えられるが，コーラスサー
クルの方々との協働意識の差があることは否めない。

3．地域社会において，音楽を愛好する人々との繫がりを
深める演奏
この訪問演奏の目標として，地域社会において，学生た
ちが演奏活動を通じて，コミュニケーション能力を養い，
年齢や環境の違いを超え，共に演奏することで，音楽を愛
好する心の繫がりを感得することを目指した。
共演者であるコーラスサークルの方々の感想は，すでに
表3で示したが，表5では，聴衆の方々が学生たちの演奏
から得られたものとして感じていることをまとめた。

「元気」「若い」という言葉が多く用いられていることに
着目したい。施設で暮らす高齢者にとって，施設外の人々，
とりわけ若者との接触が，生きる意欲や日々の中で小さな
幸せを見出すことに繫がっていることが判る。共演した
コーラスグループの方々と同様，聴衆の方々も鑑賞によ

り，前向きな思考を持つことができたと考えられる。
表6では，受講生が本授業や訪問演奏を通じて学んだこ
との中から「人との繫がり」や「音楽の効用」に関して記
述したものを抽出した。

これらの記述から，演奏には聴衆の存在が不可欠であ
り，聴衆の立場に立って企画，演奏を行うことが地域社会
の音楽活動には重要であること，また，聴衆に演奏を享受
してもらうためには，演奏技術の修得ばかりでなく，主体
的に，自らの人間形成に取り組まなければならないことを
受講生が学んだことが判る。演奏者としての心掛けの基本
は礼を尽くすことにあり，人と人の繫がりや信頼関係を大
切にすることが，演奏会の成功に繫がることを多くの受講
者が感得したことが伺える。また，聴衆の喜びが自らの喜
びに通じることなど，演奏によるコミュニケーションや音
楽の効用についての気づきが読み取れ，「人との繫がり」を
学んだことが判る。

4．学生が認識する授業の意義
筆者は，冒頭で本授業を音楽文化コースが掲げたディプ
ロマポリシー（DP）＜人と音楽の関わりや音楽のもつ深
い精神性を理解し，音楽を通じて社会に広く貢献できる。
（態度）＞に対応した実践授業として位置づけたいと述べ
た。図4は，DPへの授業対応について，授業終了後に問
うたアンケート結果である。受講生の87．5％が1充分対応

表6．学生が学んだ「人との繫がり」

表4．協働に関する記述

表5．演奏から得たことに関する感想

図4．DPへの授業の対応 （n＝8）
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している，もしくは2かなり対応していると回答した。3
のどちらともいえないの回答は，本授業に参加した学校教
育教員養成課程の学生による回答で，DPが芸術文化課程
と異なることによるものと推測される。
続く図5で，施設訪問についての満足度についての回答
結果を示した。図4の DP対応と同じ結果となった。

図6は，本授業の特徴でもある学生主体の授業運営につ
いての評価結果である。4あまり満足していないと回答し
た1名を除き87．5％の学生から1満足（6名）もしくは2
ほぼ満足（1名）の回答を得られた。訪問演奏までの過程
は大変であったが，授業の運営については，概ね満足でき
たと分析した。満足感を得られなかったと回答した学生
は，授業の展開前半で学生間で発生したトラブルの解決に
労力を費やしたためと推測している。協調性が求められる
アンサンブルにおいて，授業や練習が円滑に行われるため
には，授業者は，受講生の人間関係を充分に把握し，トラ
ブル発生時に，問題解決の糸口を早期に提示できることが
肝要であり，この対応が不十分であったことが回答結果に
繫がったものと思われる。

図7は，事前事後学習に関する自己評価結果である。全
員の学生が1充分にした，もしくは2かなりしたと回答
し，まじめに課題に取り組んだことが判る。45分の演奏を
行うための準備は，容易ではないことを実感し，ソロやア
ンサンブル等，演目に応じた練習時間を設定したものと思
われる。さらに，音楽劇の台本作成を始めとしたプログラ
ム充実のための時間や学外協力者への連絡等，演奏練習以
外の時間も多く費やしたことが推測される。
表7に学生が提案した授業の改善点を記した。

授業開始当初，学生間で情報の共有化が充分に行われて
いなかったこと，受講者のモチベーション統一までに時間
を要したことが，改善点として上げられている。後学期の
12月には，学生たちの自主演奏会なども企画されており，
彼らにとって，準備に充分な時間を要するこの授業はかな
りの負担であった。授業者は，情報の共有化に努め，ひと
りひとりが責任をもって役割を果たす指導を丁寧に行う工
夫が必要であった。
図4～6に示した結果や表7の記述から総合的に判断す
ると，殆どの受講者は，本授業における演奏の目的と意義
を理解し，本授業によって得られるであろう成長と成果を
期待して受講したこと，また，受講者間の人間関係につい
ては，生じた課題を自らが解決しようと努力しつつ，授業
に取り組んだことが判った。これは訪問演奏会という明確
な目的を持ち，自分たちの得意な分野によって，学外の聴
衆に発表できる場が与えられたことに因るものと推察す
る。更に，プログラムの中にアンサンブルを配したことや，
受講条件に必ずアンサンブルのプログラムに出演すること
を課したことも成果を得た要因であったと振り返る。

ま と め

筆者は，この授業実践を通して，受講者が地域社会にお
いて演奏活動を行うことの意義や人と音楽との関わり，そ
して音楽が有する魅力について，各々が自分なりの考えを
構築することができたものと考えている。とりわけ，高齢
者に音楽が与える影響について考えを深め，訪問演奏の体
験を通じて得た成果は，今後の学びや演奏活動に影響を与
えるものであると確信している。加えて，本授業での体験
は，主体的な音楽活動を展開できる能力の育成に有益で
あったと感じている。
しかし，受講者の殆どが，演奏会開催の協力者や支援者
に感謝の念を抱くことはできたものの，「協働」は対象者
を学生と捉える傾向が認められた。どのような協働意識を
有するかは，地域社会における音楽文化推進者として重要
な問題である。世代を超えた協働者（共演者）に目を向け，
また，聴衆との協働を求める姿勢を育みたいものである。
芸術文化振興の恩恵は，老若男女を問わず，あらゆる環
境下において，平等に受けることができる社会が望まれ
る。高齢化や少子化の進む現代社会において，あらゆる世
代や環境の人々が，能動的に音楽活動が行えるための支援
や共に活動できる社会づくりに貢献できる学生の育成が，
音楽文化コースの役割の一端であろう。地域社会と連携

表7．学生が提案する授業の改善点

図5．施設訪問について （n＝8）

図6．学生主体の授業運営について （n＝8）

図7．事前事後学習について （n＝8）

地域社会に貢献できる実践力の育成
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し，学生が積極的に活動できる実践の場の提供システムを
構築することも，今後の課題としたい。
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図8．エデンの園 ふれあいコンサート プログラム

木村 勢津
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